
雪と造林（2025）21：25-28 

 

25 

 

岐阜県に植栽したコウヨウザンの初期成長と 

寒冷地での生育状況 

宇敷 京介（岐阜県森林研究所） 

 

Ⅰ はじめに 

戦後の拡大造林により植栽された林分の主伐再造林が進む中、初期保育のコスト削減や伐期短縮を

目的に、早生樹に期待が寄せられている。その 1つにコウヨウザンがあるが、岐阜県内では単木で植

栽されたのみで、面的に植栽された事例はない。年平均気温12℃以上、WI 90℃・月以上、CI -15℃・

月以上（山田ら 2016）とされる、コウヨウザンの植栽可能地域に従うと、岐阜県では県南部を中心と

した平野部が該当する一方で、岐阜県内での植栽事例やこれまでの報告（近藤ら 2020）の中には、植

栽可能地域外に植栽された事例もみられる。 

そこで、本研究では、岐阜県内でのコウヨウザンの初期成長を把握するとともに、植栽可能地域の

条件を満たさない県北部と条件を満たす県南部での成長とを比較した。 

 

Ⅱ 方法 

 県内での初期成長を把握するため、植栽可能地域（山田 2016）の条件を満たす地域（以下、気候適

地）に 3ヶ所（土岐 1、土岐 2、郡上 1）、満たさない地域（気候不適地）に 2ヶ所（郡上 2、高山）の

計 5ヶ所に調査地（図－１、表－１）を設定した。土岐 1、土岐 2、郡上 1、郡上 2は約 100本、高山

は 200本を対象個体とした。コウヨウザンに対するノウサギの食害（鵜川ら 2020）が報告されている

ため、獣害対策としてプラスチックの板を筒状に丸めた単木保護資材（H=150cm）をすべての個体に設

置した。各調査地で、植栽時（0 年目）と 1～（4）5 年目の成長休止期に対象個体の樹高と根元直径

を測定した。各調査地の対象個体に生じた異常（枯死、先枯れ、倒伏等）は、成長休止期の調査の都

度、記録した。なお、成長の解析は、異常個体を除いた健全木のみを対象とした。 

表－１. 各試験地の概要 

年平均気温や WI、CIは、国土交通省国土政策局国土情報課 2024メッシュデータによる気象の平年値による。 

地域の〇は植栽可能地域の条件を満たす、×は満たさない地域であることを示す。 

地域 調査地 調査期間 標高(m) 植生帯 斜面位置 斜面方位 WI（℃・月） CI（℃・月） 最深積雪（㎝）

〇 土岐1 2018 70 暖温帯 造成地 ー 98.2 -9.5 10

〇 土岐2 2018 80 暖温帯 斜面中腹部 北 95.8 -10.2 9

〇 郡上1 2018 280 暖温帯 山脚部 西 98.3 -10 56

× 郡上2 2018 650 中間温帯 斜面上部 北西 88.4 -19.1 50

× 高山 2020 1050 冷温帯 斜面下部 西 62.9 -33.2 153
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Ⅲ 結果及び考察 

 気候適地の調査地と気候不適地の調査地間の樹

高、根元直径の平均値の差は、樹高は 2成長期末か

ら、根元直径は 1成長期末から生じ、年々拡大した

（図－２（a）、（b））。苗の形質を評価するために用

いられる比較苗高（樹高/根元直径）は、どの調査地

でも植栽後に値が上昇した（図－２（c））。このうち、

気候適地の調査地は、2 成長期末をピークに値が低

下し、60～70程度になった（図－２（c））。一方、気

候不適地は 4成長期末まで比較苗高が上がり続け、

5 成長期末のデータがある郡上 2では 5年目にやや

減少に転じる傾向がみられた（図－２（c））。 

この現象は、樹高が単木保護資材の高さ（以下、

資材高）を越えるまでは、直径成長が抑制されたた

めと考えられる。資材高を基準とすると、樹高が資材高を越えたのは、調査地のうち気候適地では 2

成長期末と 3成長期末の間、不適地の郡上 2では 4成長期末と 5成長期末の間であった（図－２（a））。

根元直径は、それぞれの調査地で樹高が資材高を越えた後に大きく増加する傾向がみられたことから

（図－２（b））、単木保護資材によって抑制されていた肥大成長が回復し、そのことによって比較苗高

が低下したと考えられる。  

また、４年間の樹高成長量には、気候適地と気候不適地の調査地間、さらに、気候適地の調査地間

に有意差（p<0.05）がみられ、郡上 1>土岐 2>土岐 1>郡上 2、高山となった（図－３（a））。また、根

元直径成長量には、気候適地と気候不適地の調査地間に有意差がみられ、土岐 1、土岐 2、郡上 1>郡

上 2、高山となった（図－３（b））。このことから、コウヨウザンの成長に、温度条件が影響すること

が推測された。加えて、気候適地の調査地間でも樹高の成長差が確認できたため（図－３(a)）、成長

に影響する要因には、温度条件以外にもあることが示唆された。 

 各調査地の対象個体の健全木の割合（図－４）は、土岐 1では 88％、土岐 2では 85％、郡上 1では

41％、郡上 2では 47％、高山では 65％であり、郡上 1、2、高山の調査地で低かった。このうち、郡

上 1は気候適地内に位置するものの、地質がチャートでかつ傾斜も急で土壌が流れやすいこと、他の

気候適地の調査地よりも最深積雪が大きいこと（表－１）、植栽後 2～3年目では比較苗高が 100を越

えていたこと（図－２（c））から、倒伏する個体が多くなり健全木の割合が低くなったと考えられた。

郡上 2や高山では、枯死、梢端または主幹の枯れや折れ、倒伏や根返りに加え、幹や梢端が曲がった

まま成長することによる樹形異常が確認された。コウヨウザンの原産地は中国や北ベトナム（大橋ら 

2021）で、温暖な地域に生育する種であるため、寒冷地では、先枯れや枯死が発生しやすくなると考

えられる。加えて、雪の多い地域であることから、着雪に伴う倒伏や根返りも多くなったと予想され

る。また、樹形異常は、単木保護資材との相性によると考えられる。単木保護資材の中では枝葉の拡

図-1. 各調査地の位置

図 
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張範囲が制限されるため、頂芽が側枝に被覆される可能性がある。頂芽が側枝に被覆されると、接触

のストレスや伸長不良によって、先枯れや主軸の曲がりが発生することがある。郡上 2や高山では、

気候適地の調査地より樹高成長が遅く、資材高を越えるのに時間がかかった結果（図－２(a)）、樹形

異常の個体の割合が高くなった（図－４）と考えられた。 

コウヨウザンの初期成長は、単木保護資材の影響下であるものの、気候不適地よりも気候適地の方

が優位であることがわかった（図－３）。気候不適地では、先枯れや主幹枯れ、樹高成長の遅れ（図－

２（a）、図－３（a））によって、単木保護資材の中で樹形異常が生じる個体が多くなった可能性があ

る。そのため、コウヨウザンによる短伐期施業を考える場合には、気候適地内に確実に植栽すること

が重要だと考えられる。加えて、気候適地の調査地間でも成長差が確認できたため（図－２（a））、立

地条件なども加味して植栽場所を選択する必要がある。 

  

 

 

図－３. 各調査地の成長量（a）樹高，（b）根元直径 

成長量＝4成長期末の測定値-植栽時の測定値  

Steel-Dwass検定 肩文字が異なる区間で有意差（p＜0.05）がみられた。 

図－２. 各調査地の初期成長 （a）樹高，（b）根元直径，（C）比較苗
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図－４. 各調査地の健全木の割合 


